
材料と資源の利用　標準問題
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

組　　番　名前 　　　　／100点

問1　ペットボトル本体（PET）、キャップ（PP）、ラベル（PE）を細かくして水に入れた。しずむのはどれ

か。 （10点）

水（密度 1.0g/cm³）

PET 本体 1.38

PP キャップ 0.91

PE ラベル 0.93

PS トレー 1.05

ア　キャップ（PP） イ　ラベル（PE） ウ　ペットボトル本体（PET）

答え

問2　プラスチックに共通する性質として、正しいものはどれか。 （12点）

ア　電気を通しやすい イ　加工しやすく、くさりにくい ウ　燃やしても二酸化炭素は出ない

答え

問3　回収率80%、選別で残る割合90%、再生できる割合70%のとき、使用済みのもののうち、再び材料に

なるのはおよそ何%か。（整数で答える） （12点）

計算

答え %



問4　回収率を100%にした。使用済みのものが全部、同じ製品の材料にもどるか。 （12点）

使用済み 100

回収 100% 選別 90% 再生 70%

ア　もどる イ　もどらない（選別や再生でも減る） ウ　回収率は関係ない

答え

問5　3R（スリーアール）のうち、「リデュース」にあたるものはどれか。 （12点）

ア　マイバッグを使ってレジ袋をもらわない イ　使い終わったびんを洗って、もう一度使う

ウ　ペットボトルを集めて、服の繊維にする

答え

問6　海に流れ出たプラスチックごみが問題になる理由として、正しいものはどれか。 （12点）

ア　すぐに分解されて有害な気体になるから イ　水にとけて海水の塩分がふえるから

ウ　分解されにくく、細かくなって長く残り、生物が飲みこむから

答え

問7　体積4cm³、質量22.4gのプラスチックの小片がある。密度は何g/cm³か。この小片は水にうくか、しず

むかも考えよう。 （12点）

計算

答え g/cm³

問8　集めたプラスチックごみを種類ごとに分けるとき、水や食塩水を使う方法がある。そのしくみを「密度」

ということばを使って説明しなさい。 （18点）
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